
影
響
反
映
前
で
は
、
過
去
最
大
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
歳
出
で
は
、
社
会
保
障
関
係
経

費
を
は
じ
め
と
す
る
経
常
経
費
に
要
す
る
一
般

財
源
は
、
増
加
す
る
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
人

件
費
や
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も

「
第
6
次
草
津
市
総
合
計
画
第
1
期
基
本
計
画
」

の
4
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

中
学
校
給
食
無
償
化
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て

施
策
や
教
育
、
福
祉
に
加
え
、
都
市
の
基
盤
整

備
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
そ
し
て
災
害

対
策
な
ど
、
戦
略
的
に
財
源
配
分
を
行
う
と
と

も
に
、
歳
出
全
般
の
見
直
し
や
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

働
き
方
改
革
な
ど
、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
な

が
ら
、
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

４
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1 「
未
来
を
担
う
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

2 「
地
域
の
支
え
合
い
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

3「
に
ぎ
わ
い
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

4 「
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
ひ
と・ま
ち・と
き
を
つ
な
ぐ 

絆
を
つ
む
ぐ 

ふ
る
さ
と 

健
幸
創
造
都
市 

草
津
」の 

実
現
に
向
け
て

　
「
第
６
次
草
津
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
に
基
づ
く
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
「
ず
っ
と
ず
っ
と

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
健
幸
の
ま
ち
草
津
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
た
、
令
和
６
年
度
は
市
制

施
行
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
「
新
た
な
次み
ら
い代
を
切
り
拓
く
」
た
め
の
各
種

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
着
実
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
国
が
経
済
対
策
と
し
て
進

め
る
低
所
得
者
な
ど
へ
の
給
付
金
や
、
小
中
学

校
体
育
館
な
ど
の
空
調
整
備
、
最
終
年
度
と
な

る
草
津
市
立
プ
ー
ル
整
備
な
ど
に
よ
り
、
過
去

最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
、
未
来
に
向
か
っ
て

積
極
型
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
に
つ
い
て
は
、
給

与
所
得
の
増
加
や
、
堅
調
な
宅
地
開
発
な
ど
を

背
景
に
、
国
の
経
済
対
策
で
あ
る
定
額
減
税
の

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
第
20
代
草
津
市

長
と
し
て
、
引
き
続
き
5
期
目
の
市
政
を
お
預
か
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
の
就
任
以
来
、
16
年
間
に
わ
た
り
、
社
会
情

勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
市
民
の
皆
様

が
「
健
や
か
に
、
幸
せ
に
」
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の

多
く
の
自
治
体
が
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
る
中
、
本
市
は

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
、
人
口
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
で
も
、
確
実
に
訪
れ
る
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
て
、
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
ま
ち
に
元
気
の
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

その他
55億5,070万円(9.0%)

市税
248億5,161万円(39.6%)

民生費 278億3,623万円(44.4%)

扶助費
171億860万円(27.3%)

人件費
93億8,485万円(15.0%)

土木費 94億1,774万円(15.0%)

商工費 2億2,666万円(0.4%)
労働費 1億431万円(0.2%)
その他 2億9,000万円(0.4%)

公債費  44億722万円(7.0%)

県支出金
51億823万円
(8.1%)
市債
70億5,000万円
(11.2%)
国庫支出金
119億7,249万円(19.1%)

公債費
44億722万円(7.0%)

その他
61億2,953万円(9.8%)

補助費等
76億1,689万円(12.1%)
物件費
86億1,490万円(13.7%)

農林水産業費  5億2,846万円(0.8%)
消防費  16億6,912万円(2.7%)
衛生費  36億5,863万円(5.8%)

議会費  3億563万円(0.5%)

総務費
66億4,547万円(10.6%)

使用料・手数料など
59億6,597万円(9.5%)

教育費
76億2,053万円(12.2%)

普通建設事業費
94億4,801万円(15.1%)

地方交付税
22億1,100万円(3.5%)

依存財源　318億9,242万円（50.9%） 自主財源　308億1,758万円（49.1%）

その他の経費  223億6,132万円（35.6%）

投資的経費  94億4,801万円（15.1%）

義務的経費  309億67万円（49.3%）

歳出の性質別分類

627億
1,000万円

歳入

627億
1,000万円

歳出

歳出
（性質別分類）

627億
1,000万円

市税の内訳
市民税 112億　823万円
固定資産税 105億1,６98万円
都市計画税 19億1,６03万円
市たばこ税 8 億8,357万円
軽自動車税 3 億2,394万円
入湯税 28６万円

　
「
第
６
次
草
津
市
総
合
計
画
第
１
期

基
本
計
画
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
財

源
を
戦
略
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
や
拡
大
事
業
を
中
心
に
、

主
な
施
策
と
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

項目 予算額

一般会計 ６27億1，000万円
特別会計 349億2，450万円

合計 97６億3，450万円
行政の基本的な経費に対し市税などを�
主な財源として経理する会計

特定の歳入を特定の支出に充てて経理�
する会計 特別会計

一般会計

各会計予算規模

前年度比14.4％増

令和 6 年度施政方針

3 月定例市議会が、3 月 4 日に開会し、橋川市長が令和 6 年度の施政方針を述べました。
その概要をお知らせします。
 広報くさつ 4 月号に掲載している令和 6 年度事業の予算については、3 月定例市議会の議決をもって成立します。
問 財政課（ 3 階） ☎5６1-2304、5６1-2483

令和 6年度施政方針

令
和
6
年
度
当
初
予
算

※四捨五入の関係等で、値が合わない場合があります

広報くさつ 2024. 4広報くさつ 2024. 4 23

特集 特集



令和 6 年度施政方針

【
第
3
子
以
降
保
育
料
無
償
化
事
業
費
】

　

第
3
子
以
降
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
所
得
制
限
な
し
・

年
齢
制
限
な
し
の
無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
広
く
子

育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
、
多
子
世
帯
に
と
っ
て
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
保
育
士
等
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
費
】

　

大
学
な
ど
の
在
学
中
に
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
修
学
し
、

卒
業
後
に
新
た
に
市
内
の
保
育
施
設
な
ど
に
就
職
し
た
保
育

士
に
対
し
、奨
学
金
返
還
に
か
か
る
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

職
場
へ
の
定
着
を
促
進
し
、保
育
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

【
保
育
士
等
就
職
定
着
応
援
支
援
事
業
費
】

　

保
育
士
の
確
保
が
困
難
な
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

働
き
が
い
の
あ
る
就
業
環
境
を
構
築
し
、
離
職
を
防
止
す

る
た
め
、
市
内
の
私
立
保
育
施
設
な
ど
に
新
た
に
就
職
さ

れ
た
保
育
士
を
対
象
に
「
就
職
定
着
応
援
支
援
金
」
を
支

給
し
ま
す
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
】

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
12
歳
か
ら
18
歳
へ
拡
大

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
り
、�

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
紙
お
む
つ
無
償
化
事
業
費
】

　

定
期
的
に
市
内
の
保
育
施
設
な
ど
に
紙
お
む
つ
を
届
け
、

お
む
つ
の
名
前
書
き
や
補
充
な
ど
の
保
護
者
の
負
担
、
保

育
士
の
お
む
つ
管
理
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
、
保
育
の

質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
す
く
す
く
応
援
事
業
費
】

　

1
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
て
「
草
津
市

す
く
す
く
応
援
事
業
」
と
し
て
お
む
つ
な
ど
の
購
入
費
用

の
助
成
を
行
い
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

 

子
ど
も
食
堂
支
援
費
補
助
金 

 

42
万
円

　

草
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
市
内
の
子
ど
も

食
堂
運
営
者
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
市
か
ら
草
津

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
、
子
ど
も
食
堂

の
運
営
を
活
性
化
さ
せ
、
安
定
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

   

妊
婦
健
診
費
用
助
成
費 

 

1
億
1
，３
４
３
万
円

　

妊
婦
健
康
診
査（
14
回
分
）に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、

公
費
助
成
額
を
拡
大
し
、
妊
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
　
　

 

小
・
中
学
校
体
育
館
等
空
調
設
備
整
備
費 

 

18
億
４
，９
６
０
万
円

　

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対

策
と
、
災
害
発
生
時
、
広
域
避
難
所
の
防
災
機
能
強
化
の

必
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
市
内
全
て
の

公
立
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
に
ガ
ス
式（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）の
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　

   

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
費 

 

３
，８
４
４
万
円

　

市
内
公
立
小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
増
加
傾

向
で
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
市
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
時
間
を
増
加
さ
せ
る
他
、
市
内

の
全
公
立
小
・
中
学
校
に
登
校
支
援
室
加
配
教
員
を
配
置

し
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
へ
の
助
成
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

給
食
材
料
費
価
格
高
騰
対
策
事
業
費 

 

1
億
２
，３
４
２
万
円

　

市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
公
立
お
よ
び
民
間
保
育
所

な
ど
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
給
食
に
つ
い
て
、
食
材
料
費

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
下
で
も
、
子
ど
も
の
成
長
に
必
要

な
質
・
量
が
確
保
さ
れ
た
給
食
の
提
供
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
食
材

料
費
の
高
騰
相
当
分
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

 

中
学
校
給
食
無
償
化
事
業
費 

 

2
億
６
８
９
万
円

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
内

新規

拡大新規拡大継続継続新規

　
　
　

   

健
幸
都
市
づ
く
り
推
進
費 

 

1
，６
１
８
万
円

　

市
民
が
健
幸
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
き
っ
か
け
づ

く
り
や
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
映
画
館
の
シ
ネ
ア
ド
（
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｍ
）
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
・
方
法
を
活
用
し
、
啓
発
・
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和
5
年
度
に
引
き
続
き
、
健
幸
無

関
心
層
へ
の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
策
を
検
討
す
る

た
め
、
立
命
館
大
学
な
ど
の
協
力
の
下
で
「
働
き
世
代
の

健
幸
」
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

   

地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
費 

 

２
億
６
，３
７
８
万
円

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
笠
縫
東
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
に
か
け
て
改
築

工
事
や
旧
施
設
の
解
体
工
事
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
矢

倉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
山
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
改
築
に
向
け
た
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

継続継続拡大
の
公
立
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
生
徒
の
給
食
費
を
無
償
化

し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
給
食
を
ア
レ

ル
ギ
ー
や
不
登
校
な
ど
で
長
期

間
喫
食
で
き
な
い
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
給
食
費
相
当
分
を

給
付
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
事
業

　
　
　

   

ス
ク
ー
ル
Ｅ
Ｓ
Ｄ
く
さ
つ
推
進
事
業
費�

�

１
，５
５
８
万
円

拡大

に
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
充
実
の
た
め
、
ま
め
バ
ス
や
草
津
栗
東
守
山
く
る
っ
と

バ
ス
の
全
路
線
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
や
検
索
・
乗
降
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
　
　

 

南
草
津
駅
前
広
場
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費  

（
令
和
5
年
度
補
正
予
算
） 

 

８
，８
９
０
万
円

　

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
東
口
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
、
学
生

を
中
心
に
多
く
の
人
が
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
多
い
と

き
に
は
バ
ス
待
ち
列
が
駅
構
内
ま
で
続
き
、
他
の
駅
利
用

者
へ
の
影
響
や
安
全
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東
口
に
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー（
上
屋
）を
整
備
し
、
バ
ス
待
ち

環
境
改
善
を
図
る
た
め
に
、
第
1
期
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
整

備
工
事
お
よ
び
第
2
期
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

　
　
　

草
津
市
立
プ
ー
ル
整
備
・
運
営
費 

 

38
億
４
，１
３
１
万
円

　

令
和
7
年
に
開
催
の
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
」
の
水
泳
競
技
会
場
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
」「
新
た
な
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」「
ス
ポ
ー
ツ
健
康

づ
く
り
の
推
進
」
の
実
現
を

図
る
た
め
、
イ
ン
フ
ロ
ニ
ア

草
津
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー（
草
津
市
立
プ
ー
ル
）の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
後
は
、
国
内
の

新
た
な
水
泳
競
技
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
市
民
県
民
の
健

康
づ
く
り
拠
点
と
し
て
施
設

の
管
理
・
運
営
を
行
い
、
こ

の
プ
ー
ル
を
拠
点
に
活
動

す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

支
援
し
ま
す
。

新規継続継続

　
　
　

 

ま
め
バ
ス
運
行
費 

 

２
，２
７
１
万
円

　

交
通
不
便
地
で
の
市
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

新規

　
　
　

   

わ
た
Ｓ

しＨ
Ｉ
Ｇが
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ 

 

開
催
費 

１
億
１
，４
４
１
万
円

　

令
和
7
年
に
開
催
さ

れ
る
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ

輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」

に
向
け
、
令
和
6
年
度
は

本
大
会
の
運
営
を
見
据

え
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
開
催
し
、
競
技
団
体

や
共
催
市
と
の
連
携
に

よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
大
会
運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
大

会
運
営
の
経
験
や
知
識
の
習
得
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
広
報
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

 

低
所
得
者
支
援
臨
時
給
付
金
給
付
費
・ 

 

定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
費 

 

15
億
６
，８
３
０
万
円

　

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
、

低
所
得
者
へ
の
支
援
お
よ
び
定
額
減
税
を
補
足
す
る
給
付

と
し
て
、
低
所
得
者
支
援
臨
時
給
付
金
や
定
額
減
税
補
足

給
付
金
を
支
給
し
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
措
置
の
強
化

を
行
い
、
生
活
の
下
支
え
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

 

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助
成
費 

 

３
，０
４
６
万
円

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
帯
状
疱
疹

の
発
症
率
を
下
げ
、
重
症
化
を
防
ぎ
、
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
と
呼
ば
れ
る
後
遺
症
を
予
防
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

継続継続新規新規

█

地
域
の
支
え
合
い
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

█

に
ぎ
わ
い・再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

���

草
津
市
子
育
て
６
つ
の
楽
だ 

 

2
億
７
，８
９
８
万
円

　

子
育
て
支
援
施
策
の
強
化
と
し
て
、
令
和
5
年
度
か
ら

始
め
た
6
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
、

保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

継続継続
█�

未
来
を
担
う
子
ど
も
育
成�

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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令和 6 年度施政方針

　
　
　

   

防
災
対
策
費 

 

８
，１
１
２
万
円

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
市
民
生
活

の
安
心
を
守
る
た
め
、
飲
料
水
な
ど
の
防
災
備
蓄
を
強
化

す
る
他
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
・
追
加
配
備
や
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
の
整
備
、
自
主
防
災
組
織
事
業
補
助
金
の�

補
助
の
拡
大
な
ど
を
行
い
、
自
助
、
共
助
、
公
助
で
防
災

対
策
の
充
実
を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め�

ま
す
。

拡大

　
　
　

史
跡
草
津
宿
本
陣
整
備
費 

 
 

１
億
８
８
８
万
円

　

現
在
、
一
般
公
開
中
の
国
指
定
史
跡
で
あ
る
草
津
宿
本

陣
に
つ
い
て
「
史
跡
草
津
宿
本
陣
整
備
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、「
座
敷
部
、
住
居
台
所
部
、
厩う

ま
や
の
耐
震
対
策
」
や
「
老

朽
化
が
進
む
物
入
の
保
存
修
理
に
関
す
る
実
施
設
計
」
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
に
伴
い
、
草
津
宿
本
陣

は
6
月
1
日
㈯
〜
来
年
3
月
31
日
㈪
に
休
館
し
ま
す
。

　
　
　

史
跡
芦
浦
観
音
寺
跡
整
備
費 

 
1
億
３
，４
１
２
万
円

　

史
跡
芦
浦
観
音
寺
跡
を
保
存
・
継
承
し
、
学
び
や
観
光

面
で
の
活
用
を
図
る
た
め
、
境
内
全
体
の
植
栽
の
伐
採
や

倉
の
解
体
、
土
蔵
の
修
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
国
重
要

文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
事
業

　
　
　

東
海
道
沿
道
無
電
柱
化
整
備
費�

�
�

１
億
２
，７
０
８
万
円

継続継続継続継続継続継続

　
　
　

   

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
く
さ
つ
推
進
費 

 

２
，６
７
３
万
円

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
く
さ
つ
実
現

の
た
め
、
草
津
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）を
改
定
し
、

市
域
全
体
の
「
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
」

に
向
け
た
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
、
草
津
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）に
基
づ
く
施
設

の
省
エ
ネ
化
を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
を

図
り
ま
す
。

　
　
　

大
路
野
村
線
整
備
費 

 

1
億
５
，３
６
６
万
円

　

市
道
大
路
野
村
線
は
、
県
道
下
笠
大
路
井
線
、
都
市
計

画
道
路
大
江
霊
仙
寺
線
と
い
っ
た
交
通
量
が
多
い
道
路
と
接

道
し
、
そ
れ
ら
が
交
差
す
る
西
大
路
南
交
差
点
で
は
右
折

レ
ー
ン
が
無
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
交
通
混
雑
が
常
態
化
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
イ
ン
フ
ロ
ニ
ア
草
津
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー（
草
津
市
立
プ
ー
ル
）の
供
用
開
始
な
ど
の
周
辺
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
混
雑
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
安
全
な
道
路
空
間
を
確
保
す
る
目
的
で
、
拡
幅
・

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

 

東
草
津
北
2
号
線
整
備
費 

 

２
億
７
，３
５
８
万
円

　

市
道
東
草
津
北
2
号
線
は
、
現
在
計
画
し
て
い
る
草
津

川
跡
地（
区
間
6
）道
路
と
都
市
計
画
道
路
矢
倉
草
津
線（
ふ

れ
あ
い
ロ
ー
ド
）を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
草
津
川
跡
地（
区

間
6
）道
路
の
整
備
に
よ
り
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
拡
幅
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
事
業

　
　
　

�

草
津
栗
東
行
政
事
務
組
合
負
担
金（
火
葬
場
整
備
）�

�

６
，３
５
０
万
円

拡大継続継続新規継続継続

　
　
　

 

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
費 

 

３
，７
４
１
万
円

　

令
和
6
年
に
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

本
市
が
め
ざ
す
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
ひ
と
・
ま
ち
・�

と
き
を
つ
な
ぐ 

絆
を
つ
む
ぐ 

ふ
る
さ
と 

健
幸
創
造
都
市 �

草
津
」
の
実
現
に
向
け
て
、
大

き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
る
よ
う
、

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
、

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
の
開
業
30
周
年
、

立
命
館
大
学
び
わ
こ
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
の
開
学
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
団
体

な
ど
と
連
携
し
た
事
業
も
実
施

し
ま
す
。

　
　
　

 

お
く
や
み
窓
口
運
営
費 

 

５
３
０
万
円

　

死
亡
届
提
出
後
の
多
岐
に
わ
た
る
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
、

ご
遺
族
な
ど
が
各
課
の
窓
口
へ
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
１

箇
所
で
円
滑
に
手
続
き
が
行
え
る
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
受
付
・
対
応
で
き
る
「
お
く
や
み
窓
口
」
を
設
置
し
、

身
近
な
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
際
の
手
続
き
へ
の
ご
遺
族
な

ど
の
不
安
や
負
担
を
軽
減
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
事
業

　
　
　

   

Ｄ
Ｘ
※
１・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※
２
等
利
活
用
推
進
費�

�

６
，５
４
１
万
円

※
１
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン��

※
2
情
報
通
信
技
術

新規新規拡大
█

行
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

█�

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心�

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
ぎ
わ
い
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

性の多様性や性的マイノリティ（少数者）への理解を深め、誰もが人生のパートナーと安心して
生活できる社会の実現をめざすため、 4月 1日㈪から「パートナーシップ宣誓制度」を開始しました。

問 人権政策課（ 7 階） ☎5６1-2335、5６1-2489、 jinken@city.kusatsu.lg.jp

　市から交付された宣誓書受領証や宣誓書受領証カードを提示することで、市の対象窓口で配偶者と同じよう
な対応が受けられる場合があります。対象の窓口などは、市ホームページで順次公表します。また、一部の企
業でもサービスが導入されています（サービス導入の有無は各企業によって異なりますので、事前に利用する
企業へ確認してください）。一人一人が互いを尊重し合い、自分らしく生きられるまちづくりについて、一緒
に考えてみませんか。

性的マイノリティとはどんな人なの？性的マイノリティとはどんな人なの？
　性自認（自分が認識する自分の性別）が出生時に判
定された性と一致しない人や、性的指向（恋愛対象
となる相手の性別）が異性に限らない人のことです。
女性同性愛者（L

レ ズ ビ ア ン

esbian）、男性同性愛者（G
ゲ イ

ay）、両
性愛者（B

バイセクシュアル

isexual）、性自認と身体的性が一致しな
い人（T

トラ ン ス ジ ェ ン ダ ー

ransgender）、自認する性や性的指向が分か

らない人（Q
ク エ ス チ ョ ニ ン グ

uestioning）の人々を意味する頭文字を
組み合わせた「Ｌ

エルジービーティーキュー

ＧＢＴＱ」が、性的マイノリティ
の総称として使われることがありますが、これらだ
けに当てはまらない、さまざまな性の存り方が存在
しています。性自認や性的指向は、本人の意思で変
えられるものでもなく、一つの個性として尊重する
ことが大切です。

誰が宣誓できるの？誰が宣誓できるの？

　以下の全てに当てはまる人が対象となります。
・�双方が民法に定める成年（18歳）に達している（宣
誓日時点）
・�いずれかが市内在住か、宣誓日から 3カ月以内に
転入を予定している
・双方に配偶者（事実婚を含む）がいない
・�双方が宣誓しようとする相手の他にパートナーシッ
プ関係にある人がいない
・�双方が近親者の関係にない（パートナーシップ関
係にある人が養子縁組をしている場合を除く）

どうやって手続きするの？どうやって手続きするの？

①宣誓日時の事前予約
　�宣誓希望日の 7日前までに担当課に電話かファク
ス、Eメールで予約してください。改めて担当課
から、宣誓日時・場所を連絡します。

②パートナーシップの宣誓
　�2人で市役所に来庁し、必要書類を提出します。必
要書類は担当課か市ホームページでご確認ください。

③パートナーシップ宣誓書受領証などの交付
　書類に不備がなければ、受領証を即日交付します。
　�書類の記入や確認などを行うため、交付までには
時間がかかります。

パートナーシップ宣誓制度とはどういうもの？パートナーシップ宣誓制度とはどういうもの？
　一方または双方が性的マイノリティである 2人が、お互いを人生のパートナーとし、日常生活で助け合い、
協力し合うことを約束した関係であることを宣誓し、その宣誓を市が証明する制度です。
　婚姻制度のような法的な効力はありませんが、日常生活で自分らしく生き生きと、誰もが人生のパート�
ナーと安心して暮らせることを、市が応援します。

草津市草津市
パートナーシップパートナーシップ
宣誓制度が宣誓制度が
始まりました！始まりました！
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